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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２３年１１月２４日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

                           委   員  石 川 敏 行 

                            

事故種類 浸水 

発生日時 不明（平成２２年７月２７日 ０４時３０分ごろ～１６時３０分ごろの

間） 

発生場所 宮城県石巻市大須漁港 

（概位 北緯３８°３１.４′ 東経１４１°３２.８′） 

事故調査の経過  平成２２年１１月１５日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第三不動
ふどう

丸、１４トン 

 ＭＧ２－５３９３（漁船登録番号）、個人所有 

 １６.６４ｍ（Lr）×３.８７ｍ×１.４９ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１５０、昭和５６年１２月８日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５８歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 昭和５７年２月２５日 

  免許証交付日 平成１９年５月２５日 

         （平成２４年１２月１３日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機、発電機、各ポンプ電動機等が濡れ損 

 事故の経過 

 

 本船は、船長ほか２人が乗り組み、操業を終え、平成２２年７月２７日

０４時３０分ごろ大須漁港に帰港し、船長が、本船を離れて休息をとった

のち、１６時３０分ごろ、出港準備のために機関室の機関始動用電源を入

れようとして同室をのぞくと浸水していた。 

本船は、僚船のポンプで海水が排出され、機関室内の点検を行ったとこ

ろ、主機減速機潤滑油冷却器の冷却海水出口側配管のゴム製管継手に亀裂

が生じ、亀裂箇所から海水が噴出していた。 

本船は、同亀裂箇所が修理されたのちに僚船にえい
．．

航され、宮城県女川

町女川港に回航された。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西北西～西南西、風力 １～２  

海象：平穏 

 その他の事項  本船は、主機減速機潤滑油冷却器が、喫水線より下方に配置され、同冷

却器の冷却海水が船底弁から主機の冷却配管系統を通って分岐し、同冷却

器を経て船尾管に注水され、船尾管を冷却したのち、排出されるようにな

っていた。 

 本船は、船長が、０４時３０分ごろ、機関室に入って機関始動用の電源

を切ったとき、同室に異常がないことを確認していた。 
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  本船は、主機減速機潤滑油冷却器の冷却海水出口側配管のゴム製管継手

を１２年間継続使用していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

 本船は、大須漁港に０４時３０分ごろ帰港して

停泊し、船長が、１６時３０分ごろ出港準備を行

おうとした際に機関室への浸水に気付いたので、

この間において、主機減速機潤滑油冷却器の冷却

海水出口側配管のゴム製管継手に亀裂が生じたこ

とから、海水が船底弁又は船尾管から冷却配管系

統を通って亀裂箇所から噴出し、機関室に浸水し

たものと考えられる。 

本船は、主機減速機潤滑油冷却器の冷却海水出

口側配管のゴム製管継手が、長期間交換されなか

ったことから、劣化して亀裂を生じたものと考え

られる。 

原因 

 

本事故は、本船が大須漁港に停泊中、主機減速機潤滑油冷却器の冷却海

水出口側配管のゴム製管継手に亀裂が生じたため、亀裂箇所から機関室に

浸水したことにより発生したものと考えられる。 

参考 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・ゴム製管継手等は定期的に点検して交換すること。 

・停泊中は、船底弁など浸水する可能性のある弁を閉鎖すること。 

 




